
千

人

）

が

使

う

横

浜

市

の

選

択

冒
一
弓
育
鵬
社
版
横
浜
市
継
続
せ
ず
が
蕊
蓬
霊

て

は

、

歴

史

は

「

過

去

の

戦

争

郭
全
国
最
大
地
区
中
学
歴
史
・
公
民
教
科
書
遷
駿
掲
蕊
唾

「

標

準

的

な

憲

法

の

理

解

か

ら

一
来
年
度
か
ら
使
わ
れ
る
中
学
歴
史
を
採
択
。
ｕ
、
蝿
、
岨
年
鵬
社
版
の
加
年
度
の
全
国
で
の
外
れ
た
記
述
が
多
く
、
国
民
の

型
校
用
教
科
書
の
採
択
が
全
国
各
は
全
市
一
括
で
育
鵬
社
版
の
歴
採
択
率
は
冊
数
で
歴
史
６
．
４
権
利
よ
り
義
務
を
強
調
し
て
い

既
地
で
進
む
な
か
、
歴
史
認
識
や
史
と
公
民
を
選
ん
だ
。
％
、
公
民
５
．
８
％
。
１
４
７
る
」
と
い
っ
た
批
判
が
市
民
団

５
憲
法
観
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
賛
否
文
部
科
学
省
に
よ
る
と
、
青
の
市
立
中
（
在
校
生
約
７
万
７
体
な
ど
か
ら
出
て
い
た
。

邸
が
分
か
れ
る
育
鵬
社
の
教
科
書

黒雲溌鞭題縮まる記述差切り替え相次ぐ帥４日には、同一の教科書を

罐
鰐
瀧
蕊
溌
鑪
逼
駐
聖
耀
繩
蕊
瀦
函
繰
蹴
課
蔀
雷
謹
一
織
淺
鮨
鳴
」
「
圭
認

餉
恥
縦
雛
州
撫
艸
畢
》
撚
騨
寺
撫
撫
熱
柵
珊
卿
職
鯏
撫
鯉
漁
柵
雛
那
罐

川

県

藤

沢

市

、

大

阪

府

の

河

内

や

最

高

裁

判

例

が

あ

る

場

合

は

差

が

縮

ま

っ

た

。

（

教

科

書

を

恥
一
一
棚
熱
綱
鵬
》
総
飾
珊
翻
灘
捌
そ
澱
垂
腰
澱
悪
鮴
噸
瀧
撫
鯲
鵬
潅

と

決

ま

っ

た

。

が

保

守

系

の

人

物

で

あ

っ

て

Ｂ
｜
纈
獺
濡
罫
擁
纈
搬
嬉
難
嬬
鋼
雷
雛
鑪
涌
踊
歌
獣
噌
識
蛸
た
の
で
は
な
い

薦
籔
篭
蕊
爆
諜
霊
翻
脂
藤
幾
重
蜑
蕊
治
露
鑛
蕊
龍

魍
嘩
齪
鯛
歴
史
２
人
、
公
民
瞬
唾
蕊
鶏
饒
威
諦
誌
諦
躍
譜
罐
噌
醐
課
騨
館
離
潔

横
浜
市
は
明
年
に
蝿
区
中
８
青
の
目
標
」
に
「
我
が
国
と
郷
浪
本
名
誉
教
授
は
、
１
９
９
採
択
予
定
日
に
議
論
が
ま
と
ま

７
区
で
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
土
を
愛
す
る
」
「
伝
統
と
文
化
７
年
設
立
の
「
新
し
い
歴
史
教
ら
ず
、
歴
史
と
公
民
の
み
７
日

２

つ
く
る
会
」
系
の
自
由
社
版
の
を
尊
重
」
な
ど
の
項
目
を
盛
り
科
書
を
つ
く
る
会
」
が
従
来
の
に
再
協
議
す
る
。
（
吉
野
慶
祐
）

(この記事は 『朝日新聞』東京本社版のもので、大阪本社版には掲載されませんでした）


